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「新版 えりもの植物」の追加 削除事項お よびえ りも町内の貴重植物

三 浦 忠 雄1)

は じめに

1999年(平 成11年)3月 「新版 えりもの植物」

が発行され、2004年(平 成14年)3,月 で5年 が経

過する。

この間、筆者のえりも町通いは現在も継続 してお

り、えりも町郷 土資料館N420の 会、えりも花ファ

ンクラブなどの人々との交流を持ちなが ら、毎年10

回程度の調査を実施 してきた。

この中で、未同定であった標本類の再調査も含め、

えりも町内において新 しく確認できた植物は、ウス

ユキマンネングサ、カキラン、エゾイヌノヒゲな ど

10種 ほどになり、分布の可能性の高い種について

も下記に記述する。

また、えりも町内の貴重な植物についてまとめた。

さらに前出の 「新版 えりもの植物」の訂正 ・削除

について記する。

1.新 確認 の植物

1)サ ワ トウガ ラシ(ゴ マ ノバ グサ科)

加 加o漉 ㎜8辺bな ω ㎜ 磁 脚 勿.ノ血mazaki

1998年8,月 確認 、:確認 地:百 人浜水湿地。分

布:北 海道(胆 振 のみ)、 本 州。 特徴:高 さ

5～20cm(百 人浜では5cm内 外)、 花冠 は紅

紫色 、茎 の中部 に小 さな閉鎖花 をつ ける。

2)エ ゾイヌ ノ ヒゲ(ホ シクサ科)

1弼06躍 ノbη」ρθζρ血肌z加SatakeetHara

2002年6月:確 認。確認 地:百 人浜水湿地。

分布:ア ポイ岳、胆振(勇 払原野)<北 海道

固有種 〉特徴:花 期8月

3)カ キ ラン(ラ ン科)

1勉1ρ30血5訪 ω7わθ壌1A.Gray

2001年6.那 鶴忍 日高管内で初認(駒 井千恵

子)。確 認地:え りも町。特徴:高 さ30～70cm、

花は黄褐色

4)ヨ ー ロッパ タイ トゴメ(ベ ンケイ ソウ科)

(オ ウシ ュウマ ンネ ングサ)

5b(1z1」α7aα　θLinn.

1998年7,月 確認。確 認地:襟 裳 岬。分布:帰

化植:物(ヨ ー ロッパ 中部～小 アジア原産、 日

高管 内では静 内町市街地 に多い。大正時代に

観賞用 として栽培 した ものが逸 出。

5)ウ スユ キマ ンエ ン グサ(ベ ンケイ ソウ科)

5bdロ 加 翻βρaη必召加Lin:n.

1997年7,朋 鶴忍。確認地:襟 裳 岬(油 駒)分

布:帰 化植物(ヨ ー ロ ッパ ・小 ア ジア ・北ア

フ リカ原産)

6)モ ミジバ ヒメオ ドリコソウ(シ ソ科)

(キ レハ ヒメオ ドリコソウ)

加 加 ㎜ 励 蛎ぬ 加 磁

1997年7,月 確認 。確認地:庶 野(桜 岡)。 分

布:帰 化植物(ヨ ー ロッパ原産)

7)コ テングクワガ タ(ゴ マ ノバ グサ科)

砲rα2」転ヨ5α「彫㎜ 彪～L..subsp.serpylh長)ha

1996年7月 石鶴忍。 確認地:目 黒。分布:日

1)〒056・0017北 海道静内町御幸町
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高管内では静 内町市街地。帰化植 物(ヨ ー ロ

ツパ原産)。

8)モ イ ワラン(ラ ン科)

2002年7月 確認 、確認地:上 翻IJ。 特徴:花

期 に常緑 葉のないサイハイ ランで、札幌 の藻

岩 山で初 めて確認 された といわれ る。

9)ク ロビイ タヤ(カ エデ科)

ノ40飢㎜ウヨ加1Maxim.

2003年 確認,確 認地:本 町(沢 町)。 分布:

北海 道(日 高、胆振、渡 島、十勝、石狩 、空

知、釧路)、 本州(長 野以北)<日 本 固有種>

10)オ ニハマ ダイ コン(ア ブラナ科)

0肋 θ伽 ぬ勉伽a乙2Hooker

2002年 確 認 、確認地:百 人浜。特徴:帰 化植

物。海岸の砂地 に生え る一年生 の帰化植物。

ヨー ロッパ北部 の海岸 に自生。

皿.確 認不充分な植物。

1)タ ヌキモ〈確認不充分 〉

乙砒たα伽la8α5励 瞥R.BrL,

2)ヒ ダカアザ ミ

〈確認不充分であるが分布の可能性大〉

特徴:チ シマアザミによく似るが、花の色はワ

インレッド、葉は分裂 しない。花期に根生葉が

ないなど。

皿.え りも町の植生の多様性と貴重な植物について

えりも町の植物の概要は、すでに 「新版えりもの

植物」出版実行員会の植物調査によってほぼ明らか

にされてたが、生態系は時の流れとともに少 しづっ

遷移することもあり、北海道の所々でその土地に以

前生息 していなかった植物が新 しく確認 されている。

えりも町の 自然の大部分は天然林を中心 とした 自

然植生が占めてお り、黄金道 路海蝕崖の治山工事 ・

百人浜緑化事業(ク ロマツ林の育成)を 除いて、ほ

ぼ豊かな生態系が保持 されている。

また、え りも町には、襟裳岬海蝕、百人浜、庶野、

豊似岳、豊似湖、黄金道路海蝕崖が主に日高山脈襟

裳国定公園の範囲になっているが、貴重な植物が多

く見 られるニカンベツ川流域(カ ンラン岩地の植物)、

ルチシ岳周辺は、残念ながら同国定公園に指定され

ていない。

現在、日本列島には約8,㎜ 種(亜 種、変種を含

む)以 上の維管束植物が生息しているといわれてい

る。狭い国土にこれだけ多様な植物が確認 されてい

るところは世界にも類がなく、植物の生育に最適な

国土に多様な自然があ り、人々が 自然を大切にして

きた証拠である。

えりも町の維管束植物(シ ダ植物、裸子植物、被

子植物)は 、 日本全体の約8分 の1に あたる1,000

種(亜 種、変種、品種を含む)以 上を記録 しており、

町村単位 としてはずば抜けた密度の高い多様な植生

を保存 していることにな り、えりも町の誇 り高い 自

然遺産 となっている。

以上のことか ら、えりも町の貴重な植物について

まとめることにする。

1>え りも町に生息 している固有種

えりも町には22種 の固有種(亜 種、変種、品種

を含む)が 生息 している(表1.)が 、その中には 日

高山脈固有種 として、え りも町庶野にのみに産する

ヒダカミツバツツジ、また、南部 日高山脈(様 似 ・

え りも ・十勝)に のみ産するヒダカイワザクラが生

息している。

固有種ではないが、ヒダカ ミセバヤは 日本におい

ては日高(え りも ・様似)を 中心に十勝 ・釧路の海
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表1.え りも町に生息 している固有種

固有種の分類 鱗
日高山脈 ヒダカミツバツツジ

固有種 ヒダカイワザクラ

日高山脈 ヒダカ トリカブ ト

固有変種 トカチ トウキ

ヒダカハナシノブ

ヒダカアザミ

(分布可能性大)

日高山脈 ヒダカ トウヒ レン

固有品種 サマニオ トギ リ

北海道 エゾタカネニガナ

固有種 ホソバ トウキ

エゾイヌノヒゲ

ナガバカラマツ

(サマニカラマツ)

ホソバノコガネサイコ

(エゾサ イコ)

モ ミジバ シ ョウマ

北海道 エゾノジャニンジン

固有変種 エ ゾキス ミレ

キ レハヤマブキシ ョウマ

北海道 ケエ ゾキス ミレ

固有品種 クロビイ タヤ

その他:雑 種 シラオイエン レイソウ

(産地:胆 振 (オオバナノエンレイ ソウ
・日高) とミヤマエ ンレイ ソウの

雑種)

蝕崖 に分布 し、世界的 には ヒマラヤ ・中央 アジア ・

モ ンゴル ・アル タイで知 られ てお り、分布上 も重要

で ある。 ぴO

β。1

/ハ ノ

、`'曾'へ 1

ロ ロ ち 　ド　

イ11＼ ＼ ホ ノρ '/＼
＼,'

図1.北 海 道 に お け る 温 帯 植 物 の 分 布 型

(渡 部1960,伊 藤 浩 司1982よ り引 用)

イ.ブ ナ型 ロ.ト チ ノキ型 ハ.ド ク ウツ ギ型

二.ク リ型 ホ.ア カ シデ型 へ.タ ニ ウツ ギ型

えりも研究・第1号 ・2004

2>北 海道へ北上してきた温帯植物の分布型

渡辺(1960)は 、北海道における温帯植物の分布

型を6通 りに分類 した(図1.)。 クリ型分布(太 平

洋沿岸を東進 し、 日高山脈と襟裳岬を境界線 として

分布限界 となっている植物)は 、襟裳岬が東南端に

あたる。クリ型分布植物の中では隔離分布(生 息地

が離れている不連続分布)し ているコゴメウツギや

ハマゼ リを確認 している。また、トチノキ型分布(黒

松内低地帯よ り北東に進み、石狩低丘陵帯で止まる)

のノイバラやムラサキシキブなども確認 してお り、

えりも町目黒が分布限界 となっている。

1)ク リ型分布の植物

ク リ・ヤシャゼンマイ ・クサギ ・アオハダ ・ハ

マゼ リ・サンショウ ・コゴメウツギ ・ヒダカ ミツ

バツツジ ・カナビキソウ ・ヤハズソウ ・モ ミジガ

サ・クマガイソウ・ツルポ・サワ トウガラシなど。

うち隔離分布:ヤ シャゼンマイ ・ハマゼ リ・コ

ゴメウツギ・サワ トウガラシ・ケショウヤナギ(日

高 ・十勝 ・網走)

2)ト チノキ型分布の植物

ウチワゴケ ・ノイバラ・イボタノキ ・アキグミ・

ムラサキシノブな ど。

3>絶 滅危惧種指定の植物

最近の情報によると地球上のすべての生物は、す

でに認識 されている種(約40万 種)と 未知の種を

合わせ ると300-3000万 種に及ぶ と推測 され、その

うち毎年4万 種が絶滅 しているともいわれている。

その原因の多くは人間の活動、各種開発行為によ

る生息地の破壊や乱獲や採取な どにより、絶滅の危

機に直面している。環境省は種の多様性 を保持 し、

人類の生存基盤である自然生態系を健全に保つこと
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表2.え りも町 内で確 認 され て い る絶 滅危 惧 植物

環境省分類 植 物 種 名 北海道分類
絶滅危惧IA類 エダウチアカバナ:未 確認標本あり 絶滅種(Ex)

(CR) ヒダカミツバツツジ 絶滅危機種(Cr)

5種
ハマタイセイ1過 去の記録のみ 絶滅危惧種(En)
エゾイヌノヒゲ 希少種(R)

シラオイエンレイソウ 未指定

絶滅危惧IB類 ムラサキ:過 去の記録のみ 絶滅危惧種(En)

(EN) サルメンエビネ 絶滅危惧種(En)

23種 タカネヤハズハハコ 〈環境省未指定〉 絶滅危惧種(En)
コイチヨウラン 〈環境省未指定〉 絶滅危惧種(En)

ヤマ トキソウ 〈環境省未指定〉 絶滅危惧種(En)

ナガバカラマツ(サ マニカラマツ) 絶滅危急種(Vu)

ヒ メア マ ナ 絶滅危急種(Vu)

モ ミジバ シ ョウマ(サ ル ル シ ョ ウマ) 希少種(R)

アポイヤマブキショウマ 希少種(R)

エゾゴゼンタチバナ:過 去の記録のみ 希少種(R)
ベニバナシャクヤク 未指定
エゾシモツケ 未指定

ク ロ ビイ タヤ 未指定

ホソバノツル リン ドウ 未指定

シコタンキンポウゲ 未指定

カイジン トウ 未指定

ムシャリン ドウ:過 去の記録のみ 未指定

エ ゾ ヒ ョ ウタ ン ボ ク 未指定

チシマキンレイカ 未指定
コモ チ ミミ コ ウモ リ 未指定

シコタンタンポポ 未指定

セキショウイ 未指定
エゾナ ミキソウ 未指定

絶滅危惧∬類 クマガイソウ 絶滅危惧種(En)

(VU)

42種

クシロワチガイソウ

ヒダカ ミセバヤ

ヒダカイワザクラ

絶滅危急種(Vu)

絶滅危急種(Vu)

絶滅危急種(Vu)

ヒ メハ ッカ 絶滅危急種(Vu)

キ キ ョ ウ 絶滅危急種(Vu)

トキソウ 絶滅危急種(Vu)

クリンソウ 絶滅危急種(Vu)

フ ク ジ ュ ソ ウ 絶滅危急種(Vu)

ミヤマビャクシン 〈環境省未指定〉 絶滅危急種(Vu)

シラネアオイ 〈環境省未指定〉 絶滅危急種(Vu)

カキラン 〈環境省未指定〉 絶滅危急種(Vu)

ケショウヤナギ 希少種(R)

エゾノハナシノブ 希少種(R)

タヌキモ 希少種(R)

エゾタカネニガナ 希少種(R)

ミヤマハナシノブ 希少種(R)

ミズ トンボ 希少種(R)

ヒ メハ ナ ワ ラ ビ 未指定

ノダイオウ 未指定

タチ ハ コベ 未指定
エ ゾ ノ ジ ャニ ン ジ ン 未指定

コモチ レンゲ 未指定

ホザキシモツケ 未指定

ホソバ トウキ 未指定

エゾムラサキツツジ 未指定

ヤマジソ 未指定
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絶滅危惧H類 エゾミヤマクワガタ(エ ゾミヤマ トラノオ) 未指定

(VU) ベニバナヒョウタンボク 未指定

42種 ホ ロマ ン ノ コギ リソ ウ(キ タ ノコ ギ リ ソ ウ)

イ ワ ヨモ ギ

未指定

未指定
ヒダ カ トウ ヒ レ ン 未指定

シバナ 未指定
ホソバノシバナ 未指定

タ マ ミ ク リ 未指定

ネムロスゲ 未指定
エゾサワスゲ 未指定

ウスイロスゲ 未指定

オノエスゲ 未指定

イ トモ 未指定

チャボカラマツ(ア ポイカラマツ) 未指定
エ ゾハ リス ゲ 未指定

未指定

未指定
未指定

準絶滅危惧種 タチモ 希少種(R)

(NT) コケスギラン 〈環壌省未指定〉 希少種(R)

17種
ハマハナヤスリ 〈環境省未指定〉 希少種(R)

ヤシヤゼンマイ 〈環境省未指定〉 希少種(R)

ウチワゴケ 〈環境省未指定〉 希少種(R)
ヒダカ トリカブ ト〈環境省未指定〉 希少種(R)

オクエゾサイシン〈環境省未指定〉 希少種(R)

ヤマネコノメソウ〈環境省未指定〉 希少種(R)

ナガボノアカワレモコウ 〈環境省未指定〉 希少種(R)
エ ゾサ イ コ

(ホソバノコガネサイコ)〈 環境省未指定〉 希少種(R)

ムカゴニンジン 〈環境省未指定〉 希少種(R)

イ ソスミレ(セ ナミス ミレ)〈 環境省未指定〉 希少種(R)

エゾオオサキクラソウ 〈環境省未指定〉 希少種(R)

ハマ ウツボ 〈環境省未指定 〉 希少種(R)
コハマギク 〈環境省未指定〉 希少種(R)

クロユ リ 〈環境省未指定〉 希少種(R)

アリドウシラン 〈環境省未指定〉 希少種(R)

が必要不可欠であると認識 している。このよ うな中

で、2000年(平 成12年)「 日本の絶滅の恐れのあ

る野生生物」レッドリス トブ ック・維管束植物編が、

また、同年に北海道庁か ら北海道 レッドリス トが発

行 された。

え りも町内で確認 してい る植物を、上記ニ レッ ド

リス トか ら整理 した(表2.)。

1)自 然遺産 として保護 の必要な地域

え りも町には レッ ドリス トに記載 され ている絶

滅の恐れのある植物は87種 にお よび、町村 単位 と

しては、非常に多い と考えられ、多様に富む生態系

を有 しているとい える。

この誇 り高い 自然 をえ りも町の 自然遺産 と して

後世に引き継 いでいくことは、生物多様性条約を批

准 してい る我国の使命の一つ ともいえる。そのため

には、環境 の世紀 といわれている今 日、え りも町民

の認識 を高める啓蒙活動 など、自然 を大切にす る思

想が熟成 され ることが不可欠であ り、かつ、それを

念願 している。

え りも町全域 の豊かな 自然が大切な ことは もち

ろんであるが、 とりあえず 、固有種や分布 限界植

物 ・絶滅危惧種の多いニカンベ ツ川流域 カンラン岩

地帯、ルチシ岳 ・三枚岳 ・豊似岳 ・豊似湖周辺 ・ア

アツ川 ・庶 野周辺 ・襟裳岬海蝕崖 ・丘陵地草原 ・百

人浜草原湿地 ・黄金道路海蝕崖な ど貴重な植 物の多

い植生の保護 の取 り組みが早急 に必要である。
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苫別川 か らアア ツ川 の間の海岸 草原 は現在 ク ロ

マ ツ林 の造成が進め られてお り、貴重な植物の生息

地 である小 さな沼地のある湿原 にまで造成作業が

始 まっている。このままでは、え りも町の大切 な自

然環境が消失す ることになる。この沼地 と周辺湿地

には次のような貴重な植物が生息 してい る。

・北 海 道 固 有 種:エ ゾイヌノヒゲ

・ク リ型 分 布 限界 種:サ ワ トウガラシ

・絶 滅 危 惧 種:エ ゾイヌ ノヒゲ ・シコタ

ンキンポ ウゲ ・クロバナハ ンシ ョウヅル ・シコ

タンタンポポ ・ヒメハナ ワラビ ・ヒメハ ッカ ・

コハマ ギク ・ホロマ ンノコギ リソウ ・ウスイ ロ

スゲ ・ミズ トンボ ・トキ ソウ ・イ トモ ・タチモ ・

コケスギラン ・ハマナハヤス リな ど

以上の他、ア リノ トウグサ ・ウメバチ ソウ ・モ ウ

センゴケ ・コケオ トギ リ・ミズオ トギ リなどの数多

くの湿原特有な植物が生息 してい る。

また、百人浜全体では貴重種 にあげられ るのは約

50種 におよんでいる。

(5)「 新版え りもの植物」の追加 削除事項

追加削除については、表3.に 記す。

表3.
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「新版え りもの植物」の追加削除事項

ペ ー ジ 誤 り 正

189 シラネアオイ ・キンポウゲ科 シラネアオイ ・シラネアオイ科

212 エゾホソバノトリカブ ト 種名 ・解説を削除。写真はヒダカ トリカブ ト。
エゾホ ソバ ノトリカブ トは未確認。

228 クモキリソウの写真 写真はホソバ ノキソチ ドリと思われる。

290 ニ ワゼ キ シ ョウ ヒ トフサ ニ ワゼ キ シ ョ ウ 酬 解 加01ゴα加 ・mロ670na6αmMichx.

清 水 健 美 編(2003)に よ る と、 日本 に 帰 化 して い る が 、 ニ ワゼ キ シ ョ ウ属 の 分

類 は確 立 して お らず 、 学 名 に つ い て は分 類 学 的 検 討 が必 要 と され て い る。

361 キンポウゲ科 ・シラネアオイ シラネアオイ科 ・シラネアオイ

361 キンポウゲ科 ・シロバナシラネアオイ シラネアオイ科 ・シロバナシラネアオイ

361 キンポウゲ科 ・エゾホソバ ノトリカブ ト 削除

359 タデ科 ・ウナギツカミ 削除

362 モ ク レン科 ・チ ョ ウセ ン ゴ ミ シ マ ツブ サ 科 ・チ ョ ウセ ン ゴ ミシ

376 記載なし オ ミナエシ科3チ シマキンレイカ を追加

382 記載なし エ ゾナ ミキ ソ ウ…374を 追加

391 ハルザキヤマガラシ…267(青 字) ハルザキヤマガラシ…267黒 字に変更

392 ベ ニ バ ナ シ ャ クヤ ク…190 削除

392 ベ ニ バ ナ ヤ マ シ ャ クヤ ク…362 ベ ニバ ナ ヤ マ シ ャ クヤ ク…190
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